
自宅に居ながら、講座に参加できます

インターネット通信で視聴する
講座です。

視聴方法は必ず事前に
当院のホームページ
またはお電話にて
ご確認ください。

ふれあい町田ホスピタル
☎042-798-1121（代表）
東京都町田市小山ヶ丘1ｰ３ｰ8

お問合せ

　肺炎には、いくつか種類があります。その
中でも、今回は「誤嚥性肺炎」について、当
院の病院長であり、内科を担当している小
林院長が、丁寧に紹介します。医学的見地
から、発症原因とその対策も解説しますの
で、是非、皆さまご視聴ください。

誤嚥性肺炎とは ～飲みこみづらいと感じたら、すぐに相談しましょう～

オンラインオンライン
 医学講座

視聴無料視聴無料自宅で視聴・PC ⁄ スマホ ⁄タブレット用意

1２月25日（土）13：00～14：00日 時

講 師
ふれあい町田ホスピタル 院長
                            内科     小林 信之 医師

会場入場またはオンライン視聴でご参加を

会場周辺の地図→

会場入場のご希望者は、前日までに
予約が必要です。
オンラインでの
視聴方法は当院
ホームページで
ご確認ください。

綾瀬
市役所

市立図書館

早川

東名高速道路

綾瀬厚生
病院

45

城山公園

綾瀬大橋
入口 

綾瀬厚生病院
☎0467-77-5111（代表）
神奈川県綾瀬市深谷中１ｰ４ｰ16

お問合せ・ご予約

　「生活習慣病」とは、名の通り、普段の生
活で習慣的に行なっていることが、病気の
発症や進行に深く関わっているものを指し
ます。予防のために、今回の講座で、健康
な生活について見直してみませんか。皆さ
まのご参加・ご視聴をお待ちしております。

生活習慣病 ～検査結果の読み方～

参加無料参加無料
医学講座

会場：綾瀬厚生病院 産婦人科棟４階 多目的室

オンラインで
自宅視聴も！

12月17日（金）
15：00~16：00

日 時 講 師
           綾瀬厚生病院 
徳永 唯志 
               名誉院長

特別優待など
各種サービスが
受けられます

検索ふれあい健康友の会

健康友の会

入会 年会費 無料

　

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
は
、
内
視
鏡
検

査
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
消
化
器
の
専
門
性
を
有

す
る
医
師
が
担
当
し
て
い
ま
す
。　
〈
取
材
協
力
〉

だ
れ
・
潰
瘍
が
生
じ
た
り
、
胸
や

け
・
呑
酸
な
ど
の
不
快
な
症
状
が

起
こ
り
ま
す
。

　

診
察
で
は
、
多
く
は
、
問
診
と

上
部
消
化
管
内
視
鏡（
胃
カ
メ
ラ
）

検
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、び
ら
ん
や
潰
瘍
の
有
無
、

重
症
度
が
判
明
し
ま
す
。

各
種
の
指
導
医
が
在
籍

　

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
の

消
化
器
外
科
・
長
谷
川
小
百
合
医

師
は
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

　
「
食
道
の
病
変
が
『
逆
流
性
食

道
炎
』
に
よ
る
も
の
か
、
そ
れ
と

も
、『
が
ん
』
な
ど
他
の
病
気
に

よ
る
も
の
か
の
区
別
が
難
し
い
場

合
は
、
内
視
鏡
検
査
の
際
に
病
変

部
分
の
組
織
を
と
っ
て
、
組
織
学

的
検
査
を
行
な
い
ま
す
。

て
、
体
の
健
康
状
態
を
確
認
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
胃
が
ん

と
大
腸
が
ん
に
は
、
内
視
鏡
検
査

を
年
に
１
回
程
度
、
受
け
る
こ
と

が
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

内
視
鏡
検
査
に
よ
る
胃
が
ん
の

発
見
率
は
、
バ
リ
ウ
ム
検
査
の
約

３
倍
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
内

視
鏡
は
、
口
か
ら
挿
入
す
る
も
の

の
ほ
か
、
鼻
か
ら
挿
入
す
る
タ
イ

プ
の
「
経
鼻
内
視
鏡
」
や
、
検
査

時
の
鎮
静
剤
・
鎮
痛
剤
な
ど
が
普

及
し
、
以
前
よ
り
も
受
け
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
（
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ

タ
ル
）
で
は
、
口
か
ら
挿
入
す
る

内
視
鏡
検
査
に
対
し
、
鎮
静
剤
・

鎮
痛
剤
な
ど
で
痛
み
や
つ
ら
さ
を

和
ら
げ
る
サ
ポ
ー
ト
も
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
食
道
か
ら
肛
門
ま

で
、
各
消
化
器
官
の
専
門
医
・
指

導
医
が
在
籍
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
検
査
か
ら
治
療
ま
で
の
ト
ー

タ
ル
的
な
診
療
が
可
能
で
す
。
消

化
器
疾
患
で
お
困
り
の
方
は
、
ぜ

ひ
当
院
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

は
男
性
で
３
位
、
女
性
で
は
１
位

と
な
っ
て
い
ま
す
＝
左
上
表
。

　

原
因
は
、
ス
ト
レ
ス
や
喫
煙
、

食
事
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
運
動
不
足

な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
初

期
は
無
症
状
で
あ
る
こ
と
が
多

く
、
わ
か
ら
な
い
う
ち
に
進
行
し

て
し
ま
い
、気
付
い
た
時
に
は「
か

な
り
進
行
し
て
い
た
」
と
い
う
こ

と
が
少
な
く
な
い
病
気
で
す
。

内
視
鏡
カ
メ
ラ
で
直
に
観
察

　

そ
の
よ
う
な
“
手
遅
れ
”
に
な

る
前
に
、
定
期
的
に
検
査
を
受
け

　

酸
性
度
の
強
い
塩
酸
（
胃
酸
）

を
含
ん
だ
胃
の
内
容
物
が
、
食
道

に
逆
流
す
る
こ
と
で
、
食
道
の
粘

膜
に
炎
症
が
起
き
た
状
態
を
、「
逆

流
性
食
道
炎
」
と
い
い
ま
す
。

　

食
道
に
は
、
胃
酸
に
対
す
る
防

御
機
能
が
な
い
の
で
、
繰
り
返
し

酸
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
炎
症
を
起
こ
し
、
粘
膜
の
た

　

日
本
で
は
、
が
ん
の
中
で
も
胃

が
ん
と
大
腸
が
ん
の
死
亡
数
は
多

く
、
注
意
が
必
要
で
す
。
全
て
の

が
ん
の
中
で
、
２
０
１
９
年
に
お

い
て
は
、
胃
が
ん
は
男
性
で
２

位
、
女
性
で
は
４
位
、
大
腸
が
ん

肺

膵臓
すい

がん部位別死亡数（2019年）

１
位

２
位

男 女 計

肺

胃

大腸

大腸

肺

膵臓

膵臓 膵臓

肺

大腸

胃

胃
大腸

胃

「がんの統計2021」より

３
位

４
位

日
本
で
死
亡
数
が
多
い

胃
が
ん
と
大
腸
が
ん
は
定
期
検
査
を
！

内
視
鏡
で
消
化
管
を
調
べ
る

指
導
医
に
よ
る
安
心
感
あ
る
胃
・
大
腸
検
査

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎042-798-1121
ふれあい町田ホスピタル 町田市小山ヶ丘

1-3-8

内
視
鏡
担
当
医
●日本消化器外科学会指導医
●日本大腸肛門病学会指導医
●日本消化器内視鏡学会指導医
●日本消化器病学会指導医

相模原駅

多摩境駅

南大沢駅

コストコ
京
王
線

京
王
線
JR横浜線JR横浜線

小山小山
橋本駅橋本駅

小山長池
トンネル南

ココ
シャトルバス

シャトルバス

多摩境駅/南大沢駅/相模原駅
無料シャトルバスのご利用を無料シャトルバスのご利用を

アクセスMAP

綾
瀬
厚
生
病
院 

眼
科

１
泊
入
院
で
白
内
障
・
緑
内
障
手
術
が
可
能

「
年
寄
り
の
病
気
」
は
も
う
古
い

白
内
障
は
加
齢
だ
け
が
原
因
で
は
な
い

ア
ト
ピ
ー
な
ど
も
注
意

　

目
の
中
の
水
晶
体
は
、
濁
っ
て
し
ま
う
と
「
レ
ン
ズ
」
の
機
能
を
十
分
に
果
た

せ
な
く
な
り
、
視
力
低
下
や
、
視
界
の
か
す
み
な
ど
が
起
き
ま
す
。
点
眼
薬
で
進

行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
症
状
の
改
善
に
は
、
手
術
が
必
要
で
す
。

　

綾
瀬
厚
生
病
院
の
眼
科
は
、今
年
春
（
２
０
２
１
年
４
月
）
に
眼
科
専
門
医
と
、

視
能
訓
練
士
が
着
任
し
ま
し
た
。
新
し
い
眼
科
機
器
を
導
入
し
、
白
内
障
な
ど
の

手
術
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。
同
院
の
眼
科
ス
タ
ッ
フ
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　

人
の
目
は
、
よ
く
「
カ
メ
ラ
」

に
例
え
ら
れ
ま
す
が
、
カ
メ
ラ
の

レ
ン
ズ
に
相
当
す
る
の
が
、
目
の

中
の
「
水
晶
体
」
で
す
。

　

こ
の
水
晶
体
は
、
透
明
な
状
態

が
正
常
と
さ
れ
ま
す
が
、
さ
ま
ざ

　
「
当
院
の
眼
科
は
、
眼
科
の
専

門
医
師
と
、
眼
科
検
査
を
行
な
う

医
療
技
術
者
の
視
能
訓
練
士
（
国

ま
な
原
因
に
よ
っ
て
、
水
晶
体
が

変
化
し
ま
す
。
た
ん
ぱ
く
質
の
変

性
で
水
晶
体
が
濁
っ
て
い
く
の

が
、「
白
内
障
」と
い
う
疾
患
で
す
。

合
併
症
で
発
症

家
資
格
）
が
着
任
し
、
月
に
約

１
２
０
名
（
春
か
ら
の
平
均
数
）

の
患
者
さ
ま
が
、
外
来
診
察
を
受

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
７

月
か
ら
は
、
最
先
端
の

機
器
を
導
入
し
、【
白
内

障
】
を
主
と
す
る
眼
科

手
術
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
」

市
内
唯
一
の
医
療
を

　
「
外
来
で
は
、【
結
膜

炎
】【
ド
ラ
イ
ア
イ
】【
緑

内
障
】【
糖
尿
病
網
膜
症
】

な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
眼

疾
患
を
診
察
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
当
院
は
、
市
内
唯
一
の
入

院
手
術
が
可
能
な
眼
科
と
し
て
、

１
泊
２
日
で
白
内
障
・
緑
内
障
手

術
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
加
齢
性
黄
斑
変
性
症
・
糖
尿

病
黄
斑
浮
腫
に
対
す
る
抗
Ｖ
Ｅ
Ｇ

Ｆ
療
法
も
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
ち
ら
も
、
綾
瀬
市
内
で
唯
一
の

実
施
で
す
。

　

視
能
訓
練
士
に
よ
る
視
機
能
の

検
査
で
は
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
、
幅
広
い
世
代
に
対
応
し
、

　

最
も
多
い
白
内
障
の
種
類
は
、

「
加
齢
性
白
内
障
」
で
、
加
齢
が

原
因
と
な
っ
て
起
き
る
も
の
で

す
。
こ
れ
に
加
え
て
最
近
は
、
ア

ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
な
ど
を
抱
え
る

若
年
層
や
、
糖
尿
病
患
者
の
合
併

症
と
し
て
、
発
症
す
る
人
が
増
え

て
い
ま
す
。
白
内
障
は
、
高
齢
者

だ
け
の
疾
患
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

視
力
低
下
や
ま
ぶ
し
さ

　

水
晶
体
が
濁
る
程
度
は
、
一
人

ひ
と
り
異
な
る
の
で
、
症
状
も
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
視
力
低
下
や
、
か

す
み
、
ま
ぶ
し
さ
な
ど
が
あ
げ
ら

そ
の
上
、
必
要
に
応
じ
て
、
大
学

病
院
や
近
隣
の
総
合
病
院
、
専
門

機
関
と
連
携
し
て
、
適
切
な
治
療

が
行
な
え
る
よ
う
に
努
め
て
お
り

ま
す
」綾

瀬
の
眼
科
の
代
名
詞
に

　
「
今
後
も
、
地
域
に
根
差
し
た

幅
広
い
診
療
を
心
掛
け
、
綾
瀬
市

内
に
関
わ
ら
ず
、
近
隣
の
皆
さ
ま

の
生
活
の
質
の
向
上
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。
多
く
の
方
に
寄
り
添

い
、
治
療
し
て
い
け
る
よ
う
、
ス

タ
ッ
フ
一
同
、
力
を
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

目
の
疲
れ
や
、
視
力
の
低
下
な

ど
も
、
お
気
軽
に
ご
受
診
く
だ
さ

い
。
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
は
、

当
院
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

れ
ま
す
が
、
進
行
度
に
よ
っ
て
も

症
状
は
異
な
り
ま
す
。

根
本
治
療
は
手
術

　

日
常
生
活
に
支
障
が
な
い
程
度

で
あ
れ
ば
、
食
事
な
ど
の
生
活
習

慣
を
改
善
し
、
点
眼
薬
な
ど
で
進

行
を
遅
ら
せ
る
方
法
が
あ
り
ま
す

が
、
症
状
を
完
全
に
な
く
す
こ
と

や
、
視
力
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
手
術

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

白
内
障
が
進
行
し
、
視
力
が
下

が
り
、
日
常
生
活
に
支
障
が
出
る

よ
う
で
あ
れ
ば
、
手
術
治
療
に
な

り
ま
す
。
目
の
手
術
は
、
局
所
麻

酔
で
行
な
わ
れ
る
た
め
、
恐
怖
心

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
白
内
障
の
手
術
機
器
は
進
化

し
、
安
全
性
も
高
ま
り
、
治
療
で

使
用
す
る
「
眼
内
レ
ン
ズ
」
の
質

も
向
上
し
て
い
ま
す
。

　

日
常
的
に
目
を
い
た
わ
り
、
定

期
的
な
検
査
を
受
け
て
、
眼
疾
患

の
予
防
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

白内障のさまざまな原因

老化
紫外線など

アトピー性皮膚炎

糖尿病

遺伝子的要因

角膜

網膜

硝子体

視神経

光光

光 光

水晶体

正
常
な
目

白
内
障
の
目

濁っていて光が
よく通らない眼科担当看護師と視能訓練士眼科担当看護師と視能訓練士

綾瀬厚生病院

綾瀬市深谷中1‒4‒16
☎０４67（77）5111

・県道４2号沿い
 （市役所の通り）
・消防署と文化会館の間

眼科ホームページ
スマホで
QRコードを
読込むと、
簡単に表示
　　できます！
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シニアレジデンス町田とは…

ふれあい町田ホスピタルふれあい町田ホスピタル ラウンジラウンジ

クリスマスキャロリングクリスマスキャロリング

中庭中庭

病院併設！安心感ある健康生活急ぎの入居に迅速対応！ 元気な方も楽しいイベント！ 24時間365日の介護サービス
階下に地域病院「ふれあい町田ホスピタル」
があり、医療（同じ建物に病院医師が常駐）
　　　　　　　　やリハビリ（療法士が来館）
　　　　　　　　など、健康的で安心の
　　　　　　　　シニア生活が送れる
　　　　　　　　環境です。

急遽、入居しなくてはな
らなくなった方（または
家族）への専属入居相談
員がいるため、ケアマネ
や看護師、介護士、病院
と連携しながらスムーズ
な入居をサポートします。

ホームの敷地は広く、中庭庭園もあり、
四季を感じながら、ラウンジ
での談笑は楽しいティータイム
            となるでしょう。
            多彩な季節イベント
            もあります。

生活支援サービスは、いつも施設で顔を
　　　　　　　　　　　  合わせている
　　　　　　　　　　　  介護士が提供。
　　　　　　　　　　　  安心感があり、
　　　　　　　　　　　  ちょっとした
　　　　　　　　　　　  ことに気付いて
　　　　　くれる満足度の高いものです。

シニアレジデンス町田

0120-86-6534お申込み
お問合せ

フリーダイヤル

相模原駅

多摩境駅

南大沢駅 小山長池
トンネル南

コストコ

橋本駅橋本駅

京
王
線
京
王
線

JR横浜線JR横浜線
小山小山 町田街道町田街道

バス停

ココ

１ ～2612/
水 日

参加費

開始時間

無料・完全予約制

会 場
シニアレジデンス町田

東京都町田市小山ヶ丘１‒３‒8

多摩境駅・南大沢駅・相模原駅から無料シャトルバス
で約10分（相模原駅は日祝を除く）

希望時間を予約時にお伝えください
                                 （時間によっては昼食なしの場合もあります）

応相談
（お電話でまずはご相談ください）

定 員 各日２組（４名）さま限定

送 迎

介護付有料老人ホーム シニアレジデンス町田

高齢者施設の種類や特徴、費用、施設選びのポイントなどをわかりやすく解説！

中高年向け無料セミナー
〔施設見学会と昼食付き〕

実際に高齢者施設で提供されている
昼食をお召し上がりいただきます。「失敗しない老人ホームの選び方」

20名〈1/5水まで・申込順〉
60,000円（税・テキスト代込）

 介護職員初任者研修

募集定員

受講料

 介護福祉士

０４６７ｰ８４ｰ5９６６
０４６７ｰ８４ｰ0576

国家試験対策講座
　　　 １２月開講予定！！［全２日間］

FAX 

ＴＥＬ 

メール fureai-kensyu@fureai-g.or.jp

申込み・問合せ

１月12日（水）～５月11日（水）
2022年 2022年

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校 別館３階「演習室」　　〈週１回ペース〉

就職時キャッシュバック制度、受講料ペア割 など

期 間

特典

会場

茅ヶ崎市南湖1-6-11茅ヶ崎リハビリテーション専門学校内 
学校法人湘南ふれあい学園「ふれあい医療福祉研修センター」宛

〒253‐
0061

年明け1月生
大募集!

（JR茅ケ崎駅から徒歩１8分）   ＊スクーリングは期間中に計１７日間

　

○
…
「
地
域
に
愛
さ
れ
る
病

院
」
と
し
て
、
専
門
の
循
環
器

疾
患
だ
け
に
限
ら
ず
、
生
活
習

慣
に
関
わ
る
身
近
な
病
気
を
多

く
診
て
い
ま
す
。「『
コ
モ
ン
デ
ィ

ジ
ー
ズ
』
と
呼
ば
れ
る
、
高
血

圧
症
や
脂
質
異
常
症
、
心
不
全
、

虚
血
性
冠
動
脈
疾
患
（
急
性
期

を
除
く
）、
不
整
脈
、
糖
尿
病
な

ど
は
、
自
覚
症
状
が
わ
か
り
に
く

く
、
ご
自
分
で
気
付
く
の
が
難
し

い
現
実
が
あ
り
ま
す
。
１
〜
２

週
間
で
体
重
が
２
〜
３
㎏
も
増

え
る
の
は
『
心
不
全
』
に
よ
る
む

く
み
、喉
が
乾
く
の
は
『
糖
尿
病
』

の
目
安
に
な
り
ま
す
が
、
な
か
な

か
難
し
い
も
の
で
す
。
や
は
り
、

定
期
的
な
健
康
診
断
に
よ
っ
て
、

数
値
で
把
握
す
る
こ
と
が
、
こ
れ

ら
の
予
防
に
な
る
の
で
、
多
く
の

方
に
受
診
を
す
す
め
て
い
ま
す
」。

さ
が
み
野
中
央
病
院
で
は
、
特

定
健
診
な
ど
が
受
診
で
き
ま
す
。

　

○
…
今
春
、
同
院
は
「
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
」

を
開
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

整
形
外
科
分
野
に
重
心
が
置
か

れ
て
い
た
同
院
の
リ
ハ
ビ
リ
で
し

た
が
、同
病
棟
の
オ
ー
プ
ン
に
よ
っ

て
、
内
科
疾
患
の
治
療
に
さ
ら
な

る
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。「
誤

嚥
性
肺
炎
や
嚥
下
障
害
に
対
し
、

医
師
の
治
療
だ
け
で
な
く
、
言

語
聴
覚
士
の
専
門
リ
ハ
ビ
リ
を
実

施
し
た
り
、
内
科
系
の
治
療
で
体

力
が
落
ち
て
し
ま
っ
た
方
（
廃
用

症
候
群
）の
リ
ハ
ビ
リ
施
術
な
ど
、

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
医
療
提
供
が
で

き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」。

　

○
…
コ
ロ
ナ
禍
で
の
医
療
に
関

し
、「
健
康
の
た
め
だ
っ
た
り
、

必
要
な
治
療
は
、
し
っ
か
り
と

受
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
情
報
が
氾
濫
し
て
い
る
現

代
で
す
が
、
医
療
や
受
診
の
不

安
は
、
少
し
も
遠
慮
す
る
こ
と

な
く
お
聞
き
く
だ
さ
い
。
誠
実

に
お
答
え
致
し
ま
す
」。
副
院
長

と
し
て
、
そ
し
て
一い
ち
医
師
と
し
て
、

「
こ
の
曜
日
な
ら
先
生
に
診
て
も

ら
え
る
」
と
い
う
患
者
の
期
待
を

裏
切
ら
な
い
た
め
に
、
外
来
日

を
で
き
る
限
り
忠
実
に
守
る
こ
と

を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま
す
。「
出

張
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
最
善

の
調
整
を
し
て
、
患
者
さ
ま
の

安
心
感
を
守
り
続
け
て
い
き
た
い

で
す
」
と
笑
顔
で
語
り
ま
し
た
。

こ
の「
人
」に
聞
く

  

「
心
配
事
は
直
球
で
お
尋
ね
を
」

　  

　
　
安
心
感
あ
る
医
療
の
た
め
に

小熊 利明 医師
 （おぐま としあき）　　　　

さがみ野中央病院 副院長
【 内 科 】

日本内科学会 認定内科医
日本循環器学会 循環器専門医
ICD（インフェクションコントロールドクター）
日本医師会 認定産業医

さ
が
み
野
中
央
病
院
（
取
材
協
力
）

「
健
康
寿
命
」延
伸
に
健
康
診
断
の
活
用
を

　

世
界
で
長
寿
を
誇
る
日
本
で
す
が
、
近
年
、
健
康
で
活
動
的
に
暮
ら
せ
る
期
間

を
示
す
「
健
康
寿
命
」
の
大
切
さ
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
海
老
名
市
に
あ
る
「
さ

が
み
野
中
央
病
院
」
は
、
こ
の
健
康
寿
命
に
対
し
、
積
極
的
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

健
康
に
生
き
続
け
る
難
し
さ

　

高
齢
者
人
口
の
増
加
に
と
も
な

い
、
メ
デ
ィ
ア
で
「
健
康
寿
命
」

底
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

自
分
で
気
付
い
た
時
に
は
遅
い

　

血
圧
や
血
糖
値
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
な
ど
は
、
か
な
り
数
値
が

高
く
な
っ
て
い
て
も
、
残
念
な
が

ら
自
分
で
わ
か
る
「
自
覚
症
状
」

は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

健
康
診
断
を
長
く
受
け
て
い
な

い
人
が
、「
具
合
が
悪
く
な
っ
て

病
院
を
受
診
し
た
ら
、
糖
尿
病
に

な
っ
て
い
て
、
し
か
も
か
な
り
進

行
し
、
血
管
が
損
傷
し
て
い
て
、

失
明
の
危
機
が
あ
り
、
人
工
透
析

治
療
が
必
要
に
な
る
寸
前
だ
っ

た
」
と
い
う
ケ
ー
ス
が
、
近
年
増

と
い
う
言
葉
が
頻
繁
に
取
り
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。「
健
康
寿
命
」
と
は
、
た
だ

長
く
生
き
て
い
る
年
齢
を
示
す
寿

命
（「
平
均
寿
命
」
な
ど
）
で
は

な
く
、
健
康
で
活
動
的
に
暮
ら
せ

る
期
間
の
寿
命
を
示
し
ま
す
。

　

特
に
、
高
齢
者
の
生
活
の
質
を

高
め
て
、
健
康
上
の
理
由
か
ら
日

常
行
動
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
な

く
、
生
活
で
き
る
期
間
を
延
伸
さ

せ
よ
う
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
く

も
の
で
す
。

　
「
健
康
寿
命
」
の
延
伸
に
は
、

体
の
健
康
維
持
が
大
切
で
す
。
そ

の
た
め
に
「
予
防
医
療
」
で
あ
る

〈
健
康
診
断
〉
や
〈
生
活
習
慣
の

改
善
〉
に
よ
っ
て
、
病
気
の
早
期

発
見
・
治
療
や
、
発
病
予
防
を
徹

え
て
い
る
と
い
い
ま
す
。 

　

調
子
が
悪
く
な
っ
て
か
ら
、
病

院
に
行
く
の
で
は
遅
く
、
絶
好
調

で
ど
こ
も
悪
く
な
い
と
思
う
時
か

ら
、
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け

て
い
く
こ
と
が
、
本
当
の
意
味
で

予
防
に
な
り
ま
す
。
健
康
診
断
に

よ
っ
て
、病
気
の
“
芽
”
を
摘
み
、

さ
ら
に
、
生
活
習
慣
を
改
善
す
る

き
っ
か
け
を
つ
く
り
、
あ
ら
ゆ
る

病
気
の
リ
ス
ク
を
回
避
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。　

地
域
の
健
康
サ
ポ
ー
ト

　

海
老
名
市
東
柏
ヶ
谷
に
あ
る

「
さ
が
み
野
中
央
病
院
」で
は
、
地

キャプションキャプション

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

さ
が
み
野
中
央
病
院

域
住
民
へ
の
健
康
サ
ポ
ー
ト
の
一

環
と
し
て
「
特
定
健
診
」
な
ど
の

健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

同
院
の
ス
タ
ッ
フ
は
、「
診
察

や
再
検
査
を
受
け
ず
、
放
っ
て
お

く
と
、
気
付
か
な
い
う
ち
に
病

気
が
進
行
し
、
突
然
、
大
き
な

病
気
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
命
を
取
り
と
め
て

も
、
重
い
後
遺
症
が
残
り
、
医
療

費
は
高
額
に
な
り
ま
す
。 

健
康

診
断
を
受
け
る
こ
と
で
、
大
病
を

防
ぎ
、
将
来
の
医
療
費
を
減
ら
す

こ
と
も
で
き
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
す
。（
さ
が
み
野
中
央
病
院
☎

０
４
６
・
２
３
３
・
５
１
１
０
）

男性

80.98歳

女性

健
康
寿
命

平
均
寿
命

健
康
寿
命

平
均
寿
命

厚生労働省資料より

国内の「寿命」データ
（２０１６年）

国内の「寿命」データ
（２０１６年）87.14歳

72.14歳72.14歳
74.79歳74.79歳

特定健診 受付案内

＊午前は混み合うので、午後の受診がおすすめ。

持参するもの
●各市の受診券、問診票
●診察券（受診歴がある場合）
●健康保険証

月 火 水 木 金 土

午前
9：00～
  12：00

午後
14：00～
  17：00

さがみ野中央病院
神奈川県海老名市東柏ヶ谷6‐20‐20
 ☎ 046‐233‐5110
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〒244-0806
神奈川県横浜市戸塚区上品濃16-48

入試事務室

保健医療学部

看護学科 リハビリテーション学科
〔理学療法学専攻・作業療法学専攻〕

医療薬学科

薬学部

☎045-821-0115 
湘南新宿ライン

横須賀線

横浜
8分

大船
9分

藤沢
17分

大和
37分

町田
51分

新宿
42分

ＪＲ
東戸塚

湘南医療大学湘南医療大学

東戸塚キャンパス

薬学部新校舎

横浜山手キャンパス横浜山手キャンパス

年明け、一般選抜の出願開始！
就職にも強い医療大に進学へ－。

１/11（火）～２/1（火）

出  願 出  願 出  願52 （土）

Ⅰ期 試験日

１/31（月）～２/ 7（月）
122 （土）

Ⅱ期 試験日

2/21（月）～2/28（月）
53 （土）

Ⅲ期 試験日

薬学部 一般入試日程薬学部 一般入試日程

湘南医療大学 薬学部では、17グループ
病院の協力のもと、臨床密着型教育を、
豊富な臨床経験をもつ教員や臨床志向
の基礎研究者によって、新たな薬学教育
を、新たな薬学棟で行なっています。
薬学には、研究所や大学で「薬を創る
夢」、病院・薬局で「薬を正しく使う
誇り」、また社会で「健康を支える喜び」
があります。
あなたも湘南医療大学 薬学部で
薬剤師としての夢を実現しましょう。

湘南医療大学 薬学部では、17グループ
病院の協力のもと、臨床密着型教育を、
豊富な臨床経験をもつ教員や臨床志向
の基礎研究者によって、新たな薬学教育
を、新たな薬学棟で行なっています。
薬学には、研究所や大学で「薬を創る
夢」、病院・薬局で「薬を正しく使う
誇り」、また社会で「健康を支える喜び」
があります。
あなたも湘南医療大学 薬学部で
薬剤師としての夢を実現しましょう。

湘南医療大学 薬学部
鈴木 勉 学部長

「コロナの時代に、私たちができることって何だ
ろう」。そんなふうに皆さんは思っているのでは
ないでしょうか。家族や友人が病に悩んでいた
ら、少しでも楽にしてあげることができないか、
誰もが考えています。そんな貴方、私たちと一緒
に薬学を学びませんか？医療に携わる技能を習
得することは、私たちを取り巻く社会の人たち
の健康を支えることに繋がります。「くすり」を
つくり（創薬）、病を治し（薬物治療）、より高
い効果を上げる工夫をする（薬剤学）、そして一
人ひとりに最適な治療を考える（臨床薬学）、そ
れが薬剤師です。一方で、人体には薬物や毒物
を排除する防御システムがあります。人体の不
思議についても、一緒に研究していきましょう。

湘南医療大学 薬学部
【薬物動態学研究室】

佐野 和美 准教授

今、まさに！薬剤師の力を社会へ
私は大学院修了後、製薬企業に研究者として就
職しました。企業では、医薬品が精巧かつ厳密
な管理下で供給されていることを体感しました。
その後、大学教員となり、天然物 ( 植物などの
薬効成分 ) の教育と研究に従事しています。天
然物の魅力は、特異な化学構造と顕著な薬効に
あります。アニメなどで薬草を扱うシーンがあ
ると、親近感を覚えますね。薬学を進めていく
と、多くの医薬品の本体である“化合物”に関
する科学、生命科学や医療などに関する広範な
知識を学んでいて、たった一つの医薬品でも多
面的な議論が可能であることに気付きます。つ
まり薬学部では“薬の真のスペシャリスト”を
養成しているのです。是非、共に学びましょう！

湘南医療大学 薬学部
【天然物化学研究室】

片川 和明 准教授

真のスペシャリストを養成
私が薬学の道を目指した理由は、薬の専門家と
なることで多くの人の役に立てると思ったから
です。現代社会で薬は身近で欠かせないもので
す。薬に関わることで、幅広い分野に貢献でき
ると考えました。大学院を修了後、患者さまの
入院から退院まで、じっくり向き合いたいという
思いから、病院薬剤師になりました。病院薬剤
師の仕事の魅力の一つはチーム医療です。患者
さまを中心としてさまざまな医療従事者たちと
共に一つのゴールを目指すことは、非常にやり
がいがあります。教育現場に戻ってからの今後
の夢は、人の役に立ちたいと考えている学生の
皆さまを立派な薬剤師に育てることです。湘南
医療大学で一緒に学びましょう！

湘南医療大学 薬学部
【生化学研究室】

須藤 遥 助教

専門家として医療分野で貢献を

自
由
と
安
心
が
セ
ッ
ト
の
住
ま
い
・
サ
高
住

「
み
ど
り
の
風 

大
和
」
空
室
残
り
わ
ず
か

お
早
め
に
問
い
合
わ
せ
を
！

「
有
料
」「
サ
高
住
」「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
」「
特
養
」
を
比
較

サ
ー
ビ
ス
元も

と

や
住
環
境
、金
額
に
違
い
が

住
ま
い
で
す
。
各
居
室
に
導
入
さ

れ
て
い
る
「
見
守
り
シ
ス
テ
ム
」

に
よ
っ
て
、早
朝
で
も
深
夜
で
も
、

３
６
５
日
24
時
間
に
わ
た
っ
て
、

入
居
者
は
ス
タ
ッ
フ
を
呼
び
出
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
の
住
み
や
す
さ
と
自
由

を
追
求
し
、
充
実
の
介
護
・
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
そ
ろ
え
た
「
み
ど
り

の
風 

大
和
」
で
は
、
現
在
、
入

居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
空
室

は
残
り
わ
ず
か
！
お
問
い
合
わ
せ

は
、
お
早
め
に
。

療
機
関
と
の
緊
密
な
連
携
に
よ
る

【
充
実
し
た
医
療
支
援
】
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
透
析
治
療
に
は
、
送

迎
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
紹
介
で
き
る
ほ
か
、
半
径
約
６

㎞
圏
内
に
グ
ル
ー
プ
医
療
機
関
が

複
数
あ
る
の
で
、
健
診
や
予
防
接

種
な
ど
、
医
療
面
に
安
心
感
が
あ

り
ま
す
。

専
門
性
を
も
つ
ス
タ
ッ
フ

　

グ
ル
ー
プ
で
は
、
医
療
・
介
護

に
関
す
る
充
実
し
た
研
修
を
行

な
っ
て
お
り
、
介
護
ス
タ
ッ
フ
が

幅
広
い
知
識
を
も
っ
て
、
生
活
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。
日
々

の
介
護
の
ほ
か
、
生
活
や
健
康
に

関
す
る
相
談
に
の
り
、
さ
ら
に
、

来
訪
者
の
取
り
次
ぎ
応
対
も
行

な
っ
て
い
ま
す
。
昨
今
の
感
染
症

対
策
な
ど
に
も
、
安
心
感
が
あ
る

医
療
系
グ
ル
ー
プ
の
サ
高
住

　
「
み
ど
り
の
風 

大
和
」
は
、茅
ヶ

崎
市
に
母
体
が
あ
る
「
ふ
れ
あ
い

グ
ル
ー
プ
」
に
所
属
す
る
高
齢
者

専
用
住
宅
で
す
。入
居
者
の
安
心
・

安
全
な
生
活
の
た
め
に
、
高
齢
者

に
嬉
し
い
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
を
そ

ろ
え
、
自
由
に
楽
し
く
暮
ら
せ
る

環
境
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

周
囲
に
複
数
の
連
携
病
院

　

大
き
な
特
徴
の
一
つ
に
、
同
じ

グ
ル
ー
プ
に
所
属
す
る
多
く
の
医

　

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
「
み
ど
り
の
風 

大
和
」
で
は
、
現
在
、
入

居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
医
療
面
で
近
隣
に
提
携
病
院
を
も
つ
た
め
、
安
心
し

て
生
活
で
き
ま
す
。
空
室
は
わ
ず
か
！
見
学
・
資
料
請
求
は
お
早
め
に
。

高
齢
者
に
配
慮
し
た
空
間
で
暮
ら

し
ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
、
身
体
状

況
の
変
化
に
よ
っ
て
は
、
住
み
替

え
の
可
能
性
が
出
て
き
ま
す
。

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム（
特
養
）

　

安
価
に
入
居
で
き
る
の
が
特
徴

で
す
が
、
そ
の
反
面
、
待
機
期
間

に
数
年
を
要
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
居
室
は
、
個
室
で
は
な
い
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

事
業
者
（
施
設
の
運
営
側
）
に

よ
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
や
ス
タ
ッ
フ

の
対
応
が
異
な
る
の
で
、
興
味
が

あ
る
施
設
を
見
つ
け
た
ら
、
ま
ず

は
見
学
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

フ
）
か
ら
提
供
さ
れ
ま
す
。

◇
サ
ー
ビ
ス
付
き

　
　
高
齢
者
向
け
住
宅（
サ
高
住
）

　

介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
住

宅
の
運
営
主
体
や
外
部
業
者
と
契

約
を
結
ぶ
の
で
、
自
分
で
選
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
安
否
確
認
や
生

活
相
談
に
手
厚
い
環
境
を
用
意

し
、
食
事
の
提
供
を
行
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
多
い
で
す
。

◇
ケ
ア
ハ
ウ
ス

　

生
活
コ
ス
ト
を
抑
え
な
が
ら
、

◇
有
料
老
人
ホ
ー
ム

　

住
ま
い
と
食
事
・
生
活
支
援
の

サ
ー
ビ
ス
が
、
ほ
ぼ
一
体
と
な
っ

て
お
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
も
お
お

む
ね
同
一
事
業
者
（
施
設
ス
タ
ッ

　

今
、
多
く
の
高
齢
者
施
設
が
あ

り
ま
す
。
今
回
は
、
４
つ
の
施
設

に
つ
い
て
、
住
ま
い
と
生
活
（
介

護
）
サ
ー
ビ
ス
に
着
目
し
、
費
用

に
触
れ
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。

要介護自立

大

負
担

小

老人ホーム

有料老人ホーム
（「介護付」「住宅型」）

サービス付き
高齢者向け住宅

ケアハウス 特別養護老人ホーム

厚労省HP資料「消費者向けガイドブック」より

スタッフは日々の生活を見守る

随
時
、歩
行
移
動
の
サ
ポ
ー
ト
も

０１２０-３0-9113フリーダイヤル

リビングでのカラオケ大会
（コロナ禍前の様子）

Aタイプ（約25m2）

Ｂタイプ（約18m2）

【施設概要】施設住所・電話：神奈川県大和市西鶴間6‐30‐24☎046‐271‐6261／最寄駅：南林間駅または鶴間駅から徒歩１５分／館内共有施設：人工
温泉「光明石温泉」、洗濯乾燥室、浴室、リビングなど／サービス（有料含む）：コンシェルジュ、生活相談、状況把握サービス、各種イベント、食事、買い
物代行、通院付き添い、掃除など／取引態様：直接契約／建築面積1559.09㎡（軽量鉄骨造り・地上２階建て）／2014.3.31竣工／定期建物賃貸借
（2044.6.1まで）／１室募集（全26室）／事業主：神奈川県茅ヶ崎市円蔵370‐20☎0467-84-6657㈱フォーライフ企画／広告期限2021.12.31

サービス付き高齢者向け住宅

196,000円
180,000円

賃料 90,000円／月
食事代［１日３食］ 1,500円／日
電気・水道代 6,000円／月
共益費 20,000円／月
生活支援サービス費 35,000円／月

手すり付ユニットバス/キッチン/温水洗浄トイレ 
洗面台/クローゼット/エアコン/カーテン  あり

月額

月額

＊食事代、電気・水道代、生活支援サービス費は税込グループ
連携による
手厚い

医療サポート

充実の
設備と

自由な生活

入居一時金

0円 

空室
残りわずか！

好評につき、只今満室！
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南林間駅南林間駅

鶴間駅鶴間駅

大和駅大和駅

さがみ野駅さがみ野駅 相模大塚駅相模大塚駅

東名高
速道路

東名高
速道路

大和成和病院大和成和病院

さがみ野中央病院

成和
クリニック
成和
クリニック

綾瀬厚生病院

小
田
急
線

小
田
急
線

相鉄線相鉄線

ココ

桜ヶ丘駅桜ヶ丘駅

グループ医療機関

入居者募集中

3



講座の詳細は、当院へお問合せください

さがみ野中央病院
☎046-233-5110（代表）
神奈川県海老名市東柏ヶ谷６ｰ20ｰ20

お問合せ

　感染症の予防に使用する医薬品の「ワク
チン」。新型コロナウイルスでは、3回目のワク
チン接種が予定されています。このほかに、
毎秋のインフルエンザワクチンや、肺炎球菌
ワクチンなどもあります。感染症の発病や悪
化を防ぐワクチンについて、お話しします。

予防接種 ～ワクチンのいろいろ～

感染対策を講じて開催しますので、
参加ご希望者は、
必ず事前に
お電話でご予約
ください。

会場周辺の地図→

会場：さがみ野中央病院 １階リハビリテーション室

参加無料参加無料
医学講座

大和厚木バイパス
相模
大塚駅

さがみ野駅

さがみ野中央病院

南口
40

マルエツ
東柏ヶ谷

相模大塚

相鉄線

246

12月22日（水）13：00から日 時

講 師
さがみ野中央病院
            　　薬剤科 　田中 恵利 薬剤師

視聴方法はホームページでご確認を

ご自宅に居ながら
無料で講座に参加できます。

詳しくは当院の
ホームページをご参照、
またはお電話で
お問合せください。

大和成和病院 総務課
☎046-278-3855（直通）
神奈川県大和市南林間９ｰ８ｰ２

お問合せ

　低侵襲で行なう心臓手術「ＭＩＣＳ」につ
いて、適用する疾患や、その手術方法、術
後から回復に至る様子などを、当院で心臓
血管外科の主任部長を務める田畑医師が
お話しします。わりやすく丁寧に解説します
ので、是非ご視聴ください。

MICSってなんですか？？～体に負担の少ない手術～

オンラインオンライン
 医学講座

自宅で視聴・PC ⁄ スマホ ⁄タブレット用意 視聴無料視聴無料
12月29日（水）13：00から日 時

講 師
大和成和病院 心臓血管外科
　　　　　　　  主任部長  田畑 美弥子 医師

電話またはメールで応募連絡後、
必要書類を郵送してください。
　    【選考】書類・面接 など
〒253-0084 
茅ヶ崎市円蔵370-20
エフ.アンド.ユアライフ３F新聞宛
☎0467（58）5678
　 fy-kouho@fureai-g.or.jp

㈲エフ.アンド.ユアライフ

健康生活お役立ち新聞
記者・編集
未経験ＯＫ！意欲重視

応募〆切／12月15日水

◇長期勤続によるキャリア形成
   のため、若年層を積極採用

資格／要普免（AT限定可）
年齢／40歳位まで
勤務予定地／茅ヶ崎市
待遇／社会保険完備、賞与、
         医療費補助制度 ほか

募集職種

正社員募集

ピ
ロ
リ
菌
除
去
後
も
胃
が
ん
リ
ス
ク
あ
り

さ
が
み
野
中
央
病
院

内
視
鏡
で
治
療
で
き
る
う
ち
に
発
見
を

診
療
部
長
　
反
町
仁
一 

医
師

　

で
す
か
ら
、
特
別
な
症
状
が
な

い
方
で
も
、
年
に
１
回
の
内
視
鏡

検
査
を
お
す
す
め
し
て
お
り
ま

す
。
職
場
や
自
治
体
の
健
康
診
断

で
、
内
視
鏡
検
査
が
受
け
ら
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
是
非
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。　
　
〈
取
材
協
力
〉

■
さ
が
み
野
中
央
病
院

☎
０
４
６・２
３
３・５
１
１
０

海
老
名
市
東
柏
ヶ
谷
６
の
20
の
20

さ
が
み
野
駅
か
ら
徒
歩
５
分

の
が
ん
を
切
除
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
ポ
リ
ペ
ク
ト
ミ
ー
ま
た
は

内
視
鏡
的
粘
膜
切
除
術
）。

　
Ｑ
．
で
は
、
胃
か
ら
腸
に
か
け

て
は
、
開
腹
せ
ず
に
内
視
鏡
で
治

療
が
で
き
る
の
で
す
ね
？

　

Ａ
．
残
念
な
が
ら
、
全
て
の
治

療
が
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
が
ん
は
あ
る
程
度

の
大
き
さ
に
な
る
と
、
内
視
鏡
で

の
治
療
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

腹
部
の
痛
み
や
張
り
、
出
血
、
便

性
異
常
、
喉
や
胸
が
つ
か
え
る
感

じ
な
ど
を
有
す
る
症
状
が
出
現
し

た
頃
に
は
、
既
に
が
ん
が
進
行
し

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
胆
管
結
石
の
場
合
も

１
㎝
を
超
え
る
と
、
内
視
鏡
で
の

摘
出
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

　
Ｑ
．「
内
視
鏡
」
は
、
目
的
の

部
位
（
胃
や
大
腸
な
ど
）
を
カ
メ

ラ
で
映
し
て
検
査
す
る
時
に
使
う

の
で
す
か
？

　

Ａ
．
内
視
鏡
（
い
わ
ゆ
る
「
胃

カ
メ
ラ
」
や
「
大
腸
カ
メ
ラ
」）

は
、
検
査
で
使
用
す
る
こ
と
の
ほ

か
に
、
手
術
で
も
使
い
ま
す
。
食

道
・
胃
・
十
二
指
腸
・
大
腸
（
直

腸
）
の
良
性
ポ
リ
ー
プ
や
、
早
期

　

内
視
鏡
検
査
を
行
な
っ
て
い
る
「
さ
が
み
野
中
央

病
院
」
で
、
診
療
部
長
を
務
め
て
い
る
反
町
仁
一

医
師
に
、
内
視
鏡
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

縮
性
胃
炎
』が
強
か
っ
た
人
ほ
ど
、

除
菌
後
の
胃
が
ん
発
症
率
は
高
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
除
菌
後
に
発

症
し
た
胃
が
ん
の
胃
粘
膜
に
は
、

表
層
部
に
特
殊
な
病
理
組
織
変
化

を
と
も
な
う
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す（
以
上「
日

本
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
学
会
誌
」
ほ

か
よ
り
）。

　

除
菌
後
の
胃
が
ん
発
症
リ
ス
ク

低
減
の
た
め
に
、
年
１
回
の
定
期

的
な
内
視
鏡
検
査
は
有
効
で
す
。

早
期
発
見
・
治
療
に
つ
な
が
る
大

事
な
検
査
な
の
で
、
必
ず
受
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

十
二
指
腸
潰
瘍
、
早
期
胃
が
ん
の

内
視
鏡
治
療
後
だ
け
で
な
く
、
多

く
の
人
が
健
康
保
険
で
除
菌
治
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
胃

が
ん
リ
ス
ク
の
軽
減
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
ピ
ロ
リ
菌
感
染
者

は
、
胃
が
ん
に
か
か
り
や
す
い
と

い
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
除
菌
に

よ
っ
て
改
善
し
て
き
て
い
ま
す
。

内
視
鏡
検
査
の
必
要
性

　

し
か
し
、感
染
歴
の
あ
る
人
は
、

除
菌
後
で
も
、
胃
が
ん
の
発
症
率

は
未
感
染
者
よ
り
も
高
く
、『
萎

除
菌
療
法
が
保
険
適
用
に

　
「
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ

感
染
胃
炎
」
に
対
す
る
除
菌
療
法

が
、
２
０
１
３
年
２
月
か
ら
保
険

適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
胃
潰
瘍
や

暴飲暴食
ストレス ピロリ菌

急性胃炎 慢性胃炎
萎縮性胃炎

内視鏡検査の担当・反町仁一医師

初
期
対
応
が
生
死
を
分
け
る「
急
性
心
筋
梗
塞
」

急
性
心
筋
梗
塞
の
発
症

迅
速
な
冠
血
流
の
再
開
が
最
優
先
！

大
和
成
和
病
院
　
田
畑 

美
弥
子 
医
師

で
す
。
こ
の
手
術
に
よ
っ
て
、
血

流
が
悪
く
な
っ
て
い
た
血
管
に
、

多
く
の
血
液
が
流
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

大
和
成
和
病
院
で
は
、
緊
急
で

も
、
心
機
能
が
比
較
的
良
好
で
あ

れ
ば
、
人
工
心
肺
を
使
用
し
な
い

手
術
方
法
で
あ
る
『
オ
フ
ポ
ン
プ

手
術
』
を
採
用
し
、
合
併
症
の
軽

減
を
図
っ
て
い
ま
す
。
心
機
能
が

不
安
定
な
場
合
に
は
、
人
工
心
肺

を
使
用
し
た
手
術
を
実
施
し
、
完

全
血
行
再
建
を
優
先
し
て
、
予
後

の
改
善
を
目
指
し
て
い
ま
す
」。

　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

血
管
や
心
臓
に
関
す
る
相
談

は
、
一
度
、
循
環
器
専
門
の
大
和

成
和
病
院
へ
。　
　
〈
取
材
協
力
〉

再
開
さ
せ
た
と
し
て
も
、
残
念
な

が
ら
、
期
待
さ
れ
る
治
療
効
果
は

得
ら
れ
ま
せ
ん
。
時
間
優
先
で
治

療
を
行
な
う
た
め
に
は
、
素
早
く

実
施
で
き
る『
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
』

が
基
本
に
な
り
ま
す
」

■
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
と
は
？

　
「
冠
動
脈
が
狭
く
な
っ
て
い
る
、

あ
る
い
は
閉
塞
し
て
い
る
場
合

に
、
そ
の
先
に
『
グ
ラ
フ
ト
』
と

呼
ば
れ
る
別
の
血
管
を
つ
な
ぎ
、

血
液
を
迂
回
さ
せ
て
あ
げ
る
方
法

が
、『
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
』

合
は
、
ほ
か
の
家
族
の
方
も
注
意

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

■
急
性
心
筋
梗
塞
の
治
療
法
は
？

　
「
急
性
心
筋
梗
塞
は
、
心
筋
の

ダ
メ
ー
ジ
を
小
さ
く
し
、
い
か
に

早
く
冠
血
流
を
再
開
で
き
る
か

が
、
最
も
重
要
で
す
。
胸
痛
の
発

生
か
ら
３
時
間
以
内
、
病
院
到
着

か
ら
90
分
以
内
に
、
血
流
の
再
開

が
得
ら
れ
れ
ば
、
後
遺
障
害
は
残

り
ま
せ
ん
。
時
間
が
経
過
す
る
に

つ
れ
て
治
療
の
効
果
は
低
下
し
、

48
時
間
以
上
遅
れ
て
か
ら
血
流
を

■
急
性
心
筋
梗
塞
の
予
防
法
は
？

　
「
動
脈
硬
化
の
進
行
を
予
防
す

る
こ
と
が
、
と
て
も
大
切
に
な
り

ま
す
。
禁
煙
の
上
、
塩
分
・
糖

分
・
脂
肪
分
の
取
り
過
ぎ
に
注
意

し
て
、
ス
ト
レ
ス
が
少
な
い
生
活

を
送
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ご

家
族
に
こ
の
病
気
の
方
が
い
る
場

　

心
臓
病
な
ど
の
専
門
病
院
「
大
和
成
和
病
院
」
で
、
心
臓
血
管
外
科
の
主
任
部

長
を
務
め
る
田
畑
美
弥
子
医
師
＝
12
月
29
日
㈬
に
医
学
講
座
を
開
催
＝
に
、
急
性

心
筋
梗
塞
の
予
防
、
治
療
、
手
術
の
各
方
法
に
つ
い
て
、
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

心
疾
患
は
死
因
の
上
位

　

発
症
し
た
ば
か
り
の
危
機
的
状

態
（
急
性
期
）
を
乗
り
越
え
た
後

は
、梗
塞
の
範
囲
が
広
け
れ
ば「
心

不
全
」
の
状
態
に
移
行
し
、
後
遺

症
を
抱
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

医
療
の
進
歩
に
と
も
な
い
、
急

性
心
筋
梗
塞
の
救
命
率
は
向
上
し

て
い
ま
す
が
、
国
内
に
お
け
る
死

因
の
上
位
の
病
態
で
あ
る
こ
と
に

は
、
か
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
迅

速
で
適
切
な
対
応
が
で
き
る
病
院

で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
に

な
り
ま
す
。

管
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
治
療
学

会
」
Ｈ
Ｐ
よ
り
）。

梗
塞
の
範
囲
に
よ
っ
て

　

広
範
囲
の
重
症
急
性
心
筋
梗
塞

で
は
、
致
死
的
不
整
脈
が
発
生
す

る
可
能
性
が
高
く
、
ま
た
、
心
臓

の
収
縮
力
が
著
し
く
低
下
し
、
生

命
を
脅
か
す
状
態
に
な
り
ま
す
。

　

心
筋
梗
塞
の
範
囲
が
小
さ
か
っ

た
と
し
て
も
、
心
臓
破
裂
や
乳
頭

筋
断
裂
な
ど
、
心
臓
の
構
造
が
壊

れ
る
よ
う
な
合
併
症
が
生
じ
、
生

命
の
危
険
を
も
た
ら
す
場
合
が
あ

り
ま
す
。

血
栓
が
形
成
さ
れ
て
閉
塞
し
た
結

果
、
血
流
が
途
絶
え
て
し
ま
い
、

心
臓
の
筋
肉
が
壊
死
に
陥
る
状
態

を
指
し
ま
す
。

　

原
因
は
主
に
動
脈
硬
化
で
す
。

冠
動
脈
内
に
粥
腫
（
プ

ラ
ー
ク
）
と
よ
ば
れ
る

病
変
が
形
成
さ
れ
、
あ

る
時
、
粥
腫
が
破
綻

し
、
血
栓
が
生
じ
る
こ

と
で
起
こ
り
ま
す
。
お

よ
そ
３
人
に
１
人
は
、

狭
心
症
な
ど
の
前
兆

が
な
く
、
発
症
し
て

い
ま
す
（「
日
本
心
血

動
脈
硬
化
で
血
管
が
閉
じ
る

　
「
急
性
心
筋
梗
塞
」
と
は
、
心

臓
の
筋
肉
に
血
液
を
供
給
す
る

「
冠
動
脈
」
と
い
う
血
管
の
中
に
、

　

心
臓
の
大
事
な
血
管
で
あ
る
「
冠
動
脈
」
の
中
に
血
栓
が
で
き
、
血
流
が
途
絶

え
て
心
筋
が
壊
死
す
る
「
急
性
心
筋
梗
塞
」
は
、
発
症
に
よ
る
合
併
症
や
後
遺
症

の
リ
ス
ク
が
あ
り
、
迅
速
で
適
切
な
初
期
対
応
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

粥腫
（プラーク）

血
流

大動脈

冠動脈

▼▼

大和成和病院
心臓血管外科 主任部長
田畑 美弥子 医師

  教えて！
田畑ドクター

大和市南林間9-8-2
☎046-278-3911

南
林
間
駅

50
小
田
急
江
ノ
島
線

南林間入口

小松原小松原

イオンモールイオンモール
大和西高大和西高

南林間中南林間中

南林間小
十一条
通り

〒〒

ココ

日本人の死因の構成割合

厚労省「人口動態統計」（2020）ほか

50．8％

・急性心筋梗塞
・重度の狭心症
　　　　　など

心疾患
   の内訳

虚血性
心疾患

誤嚥性肺炎
3．1％

腎不全 2．0％

脳血管
疾患
7．5％

不慮の事故
2．8％ 老衰 9．6％

血管性および詳細不明の
認知症1．5％

アルツハイマー病 1．5％

肺炎
  5．7％

その他
悪性新生物
          〈腫瘍〉
      ２７．6％

心疾患
15．0％
（高血圧性を除く）

心疾患
15．0％
 （高血圧性を除く）
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